
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

トーバー

ハヌマーン
ハヌマーン

傭兵

19

感染 闘争

UGNエージェント

運び屋

♂

34

2
2
2
2

1
0
0
0

0
0
0
0

3
2
2
2

28
21
21
26
52

2 1
1

軍事
UGN

2 1
1

ストライクハーケン（SH）（白兵）
ストライクハーケン（SH）（射撃）
ウィンドスラッシュ
ピアシングスカイ

白兵
射撃
白兵
白兵

3r+1
2r

5r+1
5r+1

2
2
2
2

7+5
7+5
7+5
28+5

IA_p.84。実際は釵。ハヌマーンEと組み合わせて攻撃力＋５
IA_p.84。実際は釵。ハヌマーンEと組み合わせて攻撃力＋５

SH＋④＋⑤
SH＋②＋④＋⑤（1シーン1回）

0 0

神速の担い手（スピードスター）
謎の蜥蜴人 好奇心 猜疑心

ウェポンケース
とっさの御守り

4

ワーディング

リザレクト

先手必勝

スピードスター

アンチェイン

音速攻撃

C:ハヌマーン

隼の爪

セリアンスロープ

★

0

5

1

1

2

2

5

★

-

1d10

-

5

3

2

2

4

オート

気絶時

常時

ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

ﾏｲﾅｰ

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ

ﾒｼﾞｬｰ

視界

-

至近

至近

至近

武器

-

武器

シーン

自身

自身

自身

自身

-

-

単体

自動

自動

自動

自動

自動

対決

-

対決

-

↓100

-

D

ﾋﾟｭｱ

-

-

80↑

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

【行動値】＋[LV×３]

そのラウンド中、次に行う攻撃の攻撃力＋【行動値】。ただし効果発動中は、あらゆるリアクション不可。１シーン１回まで。

そのメインプロセスのダイス＋５。かつバッドステータス・ダイス減少効果無視。１シナリオLV回まで。

白兵or射撃攻撃ダイス＋LV

C値-LV値（下限値7）

攻撃力＋[LV×4]。【行動値】＜10だと適用不可。

「正義なんてガラじゃねぇが、てめぇの好きにはさせねぇよ。」

◇キャラ概要
・右眼の傷が特徴的な竜人の青年。かつては荒れた学生時代を過ごし、一目置かれた身体能力と武器の腕前を買われて裏社会の傭兵に身を投じていた。
・ある任務でレネゲイド使いと交戦し、右眼に傷を負うとともに感染。オーヴァードとしての力を覚醒させる。
・現在はUGNのエージェントとして活動しており、Beast
Banditsの一員として任務をこなす一方で、過去に自分をUGNへと導いた「謎の蜥蜴人」の行方を追っている。
・表の世界では「翠田　颯燐（みずた　そうりん）」と名乗っている。
・忍者の末裔を自称しているが、真偽は不明。

◇能力・戦闘スタイル
・他の追随を許さない圧倒的なスピードを誇り、疾風の如き動きで間合いを詰め、獲物である「釵」で敵を十字に切り裂く。
・普段は気だるげで面倒くさがりだが、いざ実戦となれば眼光は鋭くなり、神速の動きを披露する。

◇性格
・基本的には斜に構えた態度で、特に実力の伴わない者や気に入らない相手には冷淡。しかし、一度恩義を感じた相手や心底認めた者に対しては、強い忠義を尽
くす「義理堅さ」を持つ。
・クールな一匹狼を気取っているが、おちょくられたり挑発されたりすると、猪のように真っ直ぐ突っ込んでしまう直情的な一面がある。

◇アイテム：とっさの御守り
3年前に出会った見知らぬ蜥蜴人から、UGNに行くことを勧められると同時に渡されたもの。名前すら知らない彼との唯一の繋がりであり、今も大切に持ち歩い
ている。彼との再会が、孤独なトーバーをUGNという組織に繋ぎ止める唯一の道標となっている。
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